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1.有 限温度における場の量子論の研究

1.研 究 目的 ・研 究 方 法

有限温度における場の量子論の研究 を行 う上で有力な量 として有効ポテンシャルがある。 こ

の量を繰 り込み群を用いて改善す る処方について研究 した。 この量を求め るには、 ファインマ

ン図形 と呼ばれ る図形を計算する必要がある。 しか し、これ らの計算を手で行 うことには限界

がある。 そこで、一部、数学支援 システム(REDUCEやMatheinaticaな ど)を 利用する。

本研究においては、ポテ ンシャルの計算や展 開などにこれ らの システムを利用 し、解析的に

計算できない部分については、FORTRANに よる数値積分のプログラムを作成 して解析する。

また、同様 に相構造 を調べ るの に有効であるSD方 程式について も検討す る。

2.研 究 成 果

有限温度において も有効 ポテ ンシャルを繰 り込み群を用いて改善す る処方を提案 して、具体

的な例(質 量を もつ0(N)λ φ4理 論のlarge-N極 限)に 適用 し、その有効性を示 した。現在、

FORTRANを 用いて解析 している途中である。

3.研 究 発 衰
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II.コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る ア ンケ ー トの 分 析

1.研 究 目 的 ・研 究 方 法

「情報関連科 目」の授業の参考のため及び学生の意識を知 るために、授業の最初と最後

C一部後期試験)の ときにコンピュータに関す るア ンケー トを毎年行 っている。 これ らのデ
ータを統計解析プログラムSpSSを 用いて分析する。

2.研 究 成 果 ・発 衰 予 定

アンケ0ト の結果をSPSSの デ0タ と して使用できるように入力 し、今までの分と合わせて

解析 した。

3.研 究 成 果 ・発 衰 予 定

横田浩:「 情報科 目」受講生の意識について

奈良大学情報処理セ ンター年報 ヱ(1996)ll-27.

78


